
 

 

 

【開催レポート】9/26 コレクティブふくおか＋ 実践プログラムがスタート！！ 

 

 
 
こんにちは！コレクティブふくおか＋事務局です。 
2021 年 9 ⽉ 26 ⽇、「コレクティブふくおか＋」の実践プログラムが始まりました。福岡市
内の⼤学⽣から社会⼈の⽅を中⼼に 29 名の若者が集い、講師の⽅と共に、これから始まる
プロジェクトに⼼躍らせていました。 
 
開会の挨拶 

 
 
⼭⼝課⻑：このプログラムのテーマの市⺠公益活動は、地域や社会に貢献することであると
同時に、市⺠公益活動を通して地域や社会に関わっていくこと⾃体が、その⼈の⼈⽣をより
豊かにしていくものではないかというふうに考えております。これから新たな挑戦の⼀歩
として、半年間という⻑い期間ではございますが、ここでの学び、実践者の先輩⽅や仲間と
の出会いが皆様⽅と福岡市の未来をより豊かにすることを願っています。 
 
 
 



 
 
 
地域や暮らしをよりよくするための活動を実践者から学ぼう! 

 
〈講師〉「⾃分たちの暮らしを⾃分たちでつくる」⽂化的な社会を⽬指して、⾼齢社会のコ
ミュニティづくりに取組む NPO 法⼈ドネルモの事務局⻑の 宮⽥ 智史 さん 

 

 

 
 



 
 
 
宮⽥さん：「世の中をよくしたい」という気持ちはとても⼤事なことだと思います。ただ、
その志や思いにかかわらず、世の中をよくしたいという動機からはじまった取組みが、全く
反対の出来事を引き起こしてしまうこともあります。 
「問題を知っていること」と「問題の解決⽅法を知っていること」は必ずしも同じというわ
けではないんですね。ですので、世の中をよくしたいという取組みを考える際、「よい」と
は誰にとってどのようによいのか、もしかすると変わるべきは⾃分⾃⾝や社会の側かもし
れないという視点を持っていてほしいなあと思います。決して答えは⼀つではありません。
そうした視点を持ちながら、これからの⻑丁場のプログラムを頑張ってみてください。 
リンク先： 
http://donnerlemot.com/ 
 
 
各参加者の関心のあるテーマに基づきチームを作る 

参加者の関⼼ごとや話したいテーマを出しあい、OST（オープン・スペース・テクノロジー）
を採⽤したブレイクアウトルームでは、参加者は、どのテーマに参加することも⾃由で、⾃
分が選択したテーマに気持ちが向かないと感じたときには、そのテーマが話し合われるル
ームから⾃由に移動することができます。 

 

 



 

 
 
プロジェクトチーム 

参加者の関⼼ごとから、10 個のテーマに取り組むプログジェクトチームが⽴ち上がりまし
た。 

1.持続可能な環境づくり 
2.中⾼⽣の⼈⽣設計 
3.⼦どもを取り巻く環境と格差 
4.仕事も⼦育ても⼤切にできる社会づくり 
5.中⾼⽣の不登校精神⾯を⽀える 
6.⾝近な⽂化の発信 
7.⽬に⾒えない障害とユニバーサルデザイン 
8.フラワーロス 
9.フードロス 
10.⼦どもの居場所 

 

 

参加者の声 

実践プログラムにご参加いただいた⽅の声をご紹介します。 
 
社会問題を解決したいとすることが逆の結果を⽣んでしまうことがあるとお話しされた印
象的でした。各々が様々なことに関⼼をお持ちのことに驚きました！ 
 
良くしたい、なにか変えたいという気持ちが空回りすることがよくあります。それは誰にと
って良いことなのかを想像するのは必要だと気付きました。個⼈的に⾯⽩かったのは、その
モノの価値を⺠が決める流れができた事です。基準や捉え⽅は⼈それぞれで良いと共感し
ました。 
 
次回は、NPO 法⼈福岡すまいの会 理事・事務局⻑の服部 広隆さんにご登場いただきます。
社会課題への接し⽅、倫理観について、対⼈⽀援にこれまで取り組んでこられた経験から語
っていただきます。 またグループワークでは、市⺠公益活動の実践者の現場を知るための
フィールドワークを⾏う⼼構えや、どんな⽅に取材に伺うかなどを考えていきます。 


